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議会だより
あいづばんげ

やはたっ子クラブは、八幡地区地域づくり協議会の「やはたっ子部会」の事業の一つです。「やはたっ子部会」
の目標は、体験を通じて子どもたちの笑顔あふれる地域を目指すことです。
　特に、夏休みのやはたっ子クラブでは、体験を重視した活動を行っています。これまで、県外の自動車工
場や新聞社の見学、町内のあいづダストセンター、会津坂下消防署の見学、コミセンでの宿泊体験等を行い、
今回は、埴輪づくり、会津坂下町役場の見学を行いました。これらの体験を通して、子どもたちが “笑顔
いっぱい、元気いっぱい、夢いっぱい” のやはたっ子に成長して欲しいと願っています。

八幡地区地域づくり協議会長　関本 良（連絡先：0242-83-2619 八幡コミセン内）

『やはたっ子クラブ』のみなさんが役場見学で議場を訪れました。

役場見学に来たよ！役場見学に来たよ！
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第 ３ 回
（９月）
定 例 会

　

9
月
3
日
か
ら
9
月
15
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
人
事
案
件
3
件
、
条
例
改
正
他
9
件
、
令
和
元
年
度
決
算

8
件
、
令
和
2
年
度
補
正
予
算
7
件
、
合
計
27
件
の
議
案
が
町
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
全
て
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

9
月
10
日
、
11
日
は
決
算
特
別
委
員
会
を
開
き
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

本
定
例
会
中
、
請
願
3
件
が
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
そ
の
う
ち
2
件
が
採
択
と
な
り
、
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
以
下
、
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議会からの要望により、令和２年度に限り

インフルエンザ予防接種料金 約半額助成
　

去
る
5
月
8
日
に
議
会
よ
り
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
要
望
書
」

を
町
に
提
出
し
ま
し
た
。
今
後
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
と
重
な
っ
た
場
合
、

医
療
現
場
の
負
担
や
困
難
は
必
至
で
、
医
療
崩
壊
を
招
き
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、

全
町
民
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
制
度
及
び
民
間
医
療

機
関
が
行
う
対
策
に
関
す
る
支
援
策
を
検
討
す
る
こ
と
の
内
容
を
追
加
し
た
要
望

書
を
7
月
17
日
に
町
に
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
令
和
2
年
度
に
限
り
、
生

後
6
ヶ
月
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
に
つ
い
て
も
助
成
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
関
連
内
容
Ｐ
14
参
照
）

子どもたちの教育設備を整える

（ＧＩＧＡスクール構想）

　

２
０
１
９
年
12
月
、
文
部
科
学
省
が
打
ち
出
し
た

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
こ
の

構
想
を
早
期
実
現
す
る
た
め
の
支
援
な
ど
を
積
極
的

に
推
進
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
と
は
「
児
童
生
徒
向
け
の
一
人
一
台
端
末
と

高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整

備
し
多
様
な
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と

な
く
、
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
創
造
性
を
育
む

教
育
を
、
全
国
の
学
校
現
場
で
持
続
的
に
実
現
さ
れ

る
構
想
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
基
盤
と
し
た
最
先
端
技
術
の
活
用
は

必
須
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
を

活
用
し
た
学

校
教
育
の
あ

り
方
に
つ
い

て
、
今
後
議

論
を
深
め
る

必
要
が
あ
り

ま
す
。

●対 象　生後 6ヶ月以上の全町民
●助成期間　10月 1 日～令和 3年 1月31日
●助 成 額　2,520円
※�接種料金から助成額を除いた金額を医
療機関にお支払ください。
※�生活保護世帯は無料（事前に町福祉健
康班への申請が必要です。）
※�高齢者施設など集団で受ける場合は
1,730円を助成します。
※�13歳未満は 2回接種（ 2回分助成され
ます。）

●実施場所　�両沼郡医師会、会津若松医師
会、喜多方医師会所属の医療
機関（65歳以上は県内医療機
関で受けられます。）

　※�予診票は医療機関に備え付けてありま
す。

　※事前の申請などは必要ありません。



(3) あいづばんげ議会だより第199号・令和２年10月23日発行

令和２年度一般会計補正予算（第６号）の主な内容

会計名 補正前 補正額 補正後
一般会計
補正予算（第６号）

９０億
２，６７７万８千円

３億
５，９５９万１千円

９３億
８，６３６万９千円

◆
教
育
委
員
会
委
員
と
は
？

　

地
方
公
共
団
体
の
長
の
被
選
挙
権
を
有
す
る
者
（
満
25
歳
以
上
の
者
）

で
、
人
格
が
高
潔
で
教
育
や
学
術
、
文
化
に
関
し
て
識
見
を
有
す
る
者
の

う
ち
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
の
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
し
ま
す
。

内
海
真
喜
子
氏
（
新
任
）【
船
窪
】
の
選

任
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
2
年
10
月
1
日
か
ら
4
年
間

で
す
。

�

（
賛
成
多
数
で
同
意
）

◆
人
権
擁
護
委
員
と
は
？

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人

権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

た
り
、
法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵
害

か
ら
被
害
者
を
救
済
し
た
り
、
ま
た
地
域
の
皆

さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

春
日
芳
則
氏
（
再
任
）【
御
池
田
】

藤
田
義
則
氏
（
新
任
）【
大
沢
】
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
3
年
1
月
1
日
か
ら
3
年
間
で

す
。�

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

人
事
案
件
　
　「
教
育
委
員
会
委
員
」

人
事
案
件
　
　「
人
権
擁
護
委
員
」

①インフルエンザ予防接種助成（ ０歳から64歳までの方分）�………………… １５，０８９千円　増
②子育て支援事業でのマスク、消毒液、遊具、図書の購入等…………………… ３，３１７千円　増

③情報通信ネットワーク工事費（小学校２校、中学校）�……………………… ６２，１０３千円　増
④情報通信ネットワーク環境設定等……………………………………………… ３０，６５４千円　増
⑤タブレット、モバイルルーター、カメラ、マイク等購入…………………… ３５，４９５千円　増

⑥地域おこし協力隊雇用（１２月から）�…………………………………………… １，４４０千円　増
⑦ロタワクチンの定期接種（予防接種法の改正のため）�………………………………９９５千円　増
⑧熊、イノシシ等有害鳥獣対策事業………………………………………………………５１８千円　増
⑨道路整備事業………………………………………………………………………… ３，９００千円　増
⑩南小学校非常階段及び東小学校廊下修繕等……………………………………… ４，１１２千円　増
⑪中学校体育館雨漏り調査及び修繕………………………………………………………６１８千円　増
⑫旧中岩田団地用地測量、登記業務委託…………………………………………………５０６千円　増
⑬予備費……………………………………………………………………………… ３４，９３４千円　増

＜歳出事業（新型コロナウイルス感染症対策関連）の主な内容＞

＜歳出事業（ＧＩＧＡスクール関連）の主な内容＞

＜歳出事業（その他）の主な内容＞

藤田義則氏 春日芳則氏



(4)あいづばんげ議会だより第199号・令和２年10月23日発行

第３回定例会その他の主な内容

　

意
見
書
に
は
、「
町
民
税
の
増
収
な
ど
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、

高
齢
化
が
進
み
将
来
的
に
税
収
増
は
見
込
め
な
い
。
ま
た
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
問
題
が
続
い
て
お
り
、
先
が
見
通
せ
な
い

状
況
に
あ
る
。
依
然
と
し
て
地
方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
や

地
方
債
に
頼
っ
た
財
政
運
営
が
続
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
財
政
調
整
基
金
が
順
調
に
積
み
立
て
ら
れ
、
財

政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
、
将
来
負
担
比
率

は
昨
年
に
引
き
続
き
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
そ
の
目
標
に
向
け
て
進
ん
で
い
る
。
長
期
間
必
要
と
す

る
財
政
改
革
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
財
政
が
厳
し
く
と
も

行
政
運
営
に
対
す
る
町
民
満
足
度
と
財
政
出
動
の
両
立
が
不

可
欠
で
あ
る
」
と
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
　
決
算
審
査

（
実
施
期
間
：
７
月
14
日
～
７
月
22
日
）

避
難
所
に
完
備
す
る

段
ボ
ー
ル
製
簡
易

ベ
ッ
ド

写真（上）

町
長
に
決
算
審
査
の
意

見
書
を
渡
す
仙
波
代
表

監
査
委
員
と
酒
井
議
員

写真（下）

会
津
坂
下
町
議
会
議
員
及
び
会
津
坂
下
町
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す

る
条
例　

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
で
、

町
村
議
会
議
員
選
挙
及
び
町
村
長
選
挙
に
お

け
る
「
選
挙
運
動
用
自
動
車
・
ビ
ラ
・
ポ
ス

タ
ー
」
等
に
つ
い
て
、
公
費
負
担
の
対
象
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。　　
　
　

�

　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

会
津
坂
下
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
特
例
措
置
に
伴
う
、
関

係
条
文
の
改
正
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

会
津
坂
下
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
個
人
番

号
通
知
カ
ー
ド
の
再
発
行
が
行
わ
れ
な
く

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
手
数
料
を
廃
止
す
る

た
め
の
所
要
の
改
正
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て　

組
合
の
消
防
費
に
係
る
構
成
市
町
村
の
負
担

割
合
に
つ
い
て
、
市
町
村
合
併
後
15
年
度
間

認
め
ら
れ
て
い
た
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定

替
の
終
了
に
伴
い
、
負
担
割
合
の
算
定
方
法

を
見
直
す
た
め
。�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

会
津
若
松
地
方
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
つ

い
て

昭
和
48
年
の
設
立
以
来
、
10
市
町
村
に
お
け

る
土
地
の
先
行
取
得
等
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
27
年
度
以
降
の
実
績
が
な
く
、

構
成
市
町
村
の
今
後
の
利
用
計
画
も
な
い
た

め
、
令
和
2
年
度
に
解
散
す
る
。　　
　
　

　
　

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
自
然

災
害
が
発
生
し
避
難
を
要
す
る
場
合
に
、
防

災
用
資
器
材
と
し
て
「
避
難
所
用
段
ボ
ー
ル

製
簡
易
ベ
ッ
ド
」「
避
難
所
用
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
８
５
０
セ
ッ
ト
購
入
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

条
　
例

そ
の
他
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請願
番号

受理
年月日 件　　名 請願者氏名 紹介

議員
付　託
委員会

審査
結果

第 3号 令和 2年
８月26日

日本政府に核兵器禁止
条約の調印・批准を求
める意見書提出に関す
る請願書

田村郡三春町上舞木字明部作
16-30
福島県原爆被害者協議会
会長　木幡　吉輝

五十嵐一夫

小畑　博司

総務
産建 不採択

第 4号 令和 2年
８月27日

新型コロナウイルス対
策に支援を求める意見
書の提出を求める請願
について

福島県河沼郡会津坂下町大字
大沖字上野1170-1
会津の大地と健康を守る会
代表　千葉　親子

横山　智代

佐藤　宗太

文教
厚生 採択

第 ５号 令和 2年
９月 2日

県立高等学校改革にお
ける坂下高等学校・大
沼高等学校の統合・再
編について地域実態に
合った統合・再編にす
るために継続協議を求
める請願書

福島県河沼郡会津坂下町大字
白狐字古川甲1090番地
福島県立坂下高等学校
同窓会長
渡辺　東助

酒井　育子

佐藤　宗太

文教
厚生 採択

請　願　の　審　査

赤城大地議員

横山智代議員

渡部正司議員

小畑博司議員

渡部順子議員

五十嵐一夫議員

　中学生の教科書において「被爆
国日本の役割」として「非核三原
則をかかげ、核兵器の廃絶と軍縮
によって世界平和を推進すること
が、国際社会で日本が果たすべき
役割である。」と学んでいます。
人は教科書通りには生きられない
としても、核兵器の廃絶は人類共
通の悲願であります。

　核兵器廃絶は人間の悲願ではな
いでしょうか。日本は唯一の被爆
国であり、被ばく者は今も苦しん
でいます。平和な世の中、安心な
世の中に向かっていくには核廃絶
もその一環です。政府に核兵器禁
止条約の参加、調印、批准を求め
る意見を届けることは意義ある行
動だと思うため、委員長報告に反
対します。

　現国際安全保障環境で交渉を通
じてきた核拡散防止条約（NPT）
と本条約は「核兵器のない世界」
という目標を共有しています。オ
バマ前大統領はノーベル平和賞を
受賞しましたが、臨界前核実験を
行った現実があります。各保有国
が参加するNPTによる漸進的な
不断の努力を強力に進め分断なき
本条約を見据えてもらいたい。

　今核開発を続けている北朝鮮の
脅威、そして同盟国であるアメリ
カの傘の下にあるという事実。そ
して、核軍縮は核保有国と非保有
国が一緒になって段階的に進めな
いと意味がないという理由から委
員長報告に賛成します。

　「日本は世界で唯一の被爆国」
です。核兵器が存在する限り世界
は安全ではありません。福島は原
発事故により多くの人々が困難な
状況にあります。核兵器（核）な
くせは被爆者の心からの願いです。
次の世代の子どもたちに安全安心
な明るい未来を手渡してあげなけ
ればなりません。

　請願の内容については一定の理
解を示しますが、内容に賛同する
ことと、議会として採択か不採択
かを決するのは別物です。条約の
締結は内閣の専権事項であること
などをふまえて考えれば、この請
願内容は地方自治法第99条が定め
る地方議会が意見書を提出できる
基準にそぐわないと思われるため
委員長報告に賛成します。

賛 成

反 対

賛 成

反 対

賛 成

反 対

請
願
第
３
号
委
員
長
報
告
の
「
不
採
択
」
に
対
す
る
討
論

討 論
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山口享議員 渡部順子議員 渡部正司議員

　歳入においては町税や町有地の売
却、ふるさと納税などの自主財源の
収入済み額が、前年度と比較して ７
千664万 2 千円増加し、歳出におい
ても担当部署において真に必要な事
業を見極め、的確に各種事業を執行
されたと考えます。また、令和元年
度の財政調整基金残高は、前年度か
ら大幅増加し、昨年策定された財政
健全化アクションプランを基に着実
に前進しており評価するものです。

　令和元年度一般会計の歳入総額は
73億 ９ 千万円、歳出総額は71億 1 千
万円、実質収支として 2億 4千449
万 3 千円の黒字となりました。暖冬
により除雪経費が減額となり、その
分で道路などの補修工事を行いまし
た。昨年10月に発生した台風19号の
被災も予備費や補正予算により迅速
に対応し的確に執行されたと考えま
す。今後も創意工夫をしながら、適
切な予算執行に努められ、持続可能
なまちづくりのために尽力されるこ
とを期待し賛成討論とします。

　本決算は元々内向き等と批判され
ていた予算でしたが、執行を終え、
どのような感想を持っているかの質
疑に対する答弁は『まだまだもっと
できるところがあったかと思われる』
でありました。厳しい財政状況の中
でも、今後の町民の福祉につながる
執行を期待させるものとして、賛成
します。

賛 成 賛 成 賛 成

令和元年度一般会計決算について
私はこう考える

討
論

令和
元年度

財政調整基金残高
３億９３３万２千円

町の貯金だよ

決算特別委員会
委員長に五十嵐一夫議員、副委員長に渡部正司議員
を互選し、町長提出の ８会計を慎重に審議。すべて
の会計の決算を全員賛成で認定しました。

　限られた時間の中で委員より多くの発言があり、
簡潔に的確な指摘をいただいたと評します。執行
部の答弁も真摯かつ明瞭・丁寧であったと評価し
ます。

委員長講評
　内向きと批判された予算の執行に対し、決算審査
では比較的淡 と々進んだ印象でした。限られた枠内
で執行されたといった閉塞感の現れからか。今後、
積極的な議論を生む工夫が求められると感じました。

副委員長講評
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決算
審議

財政健全化へ向かって
進行中！！

Ｑ１：予備費からの充当が多くみられるが、こ
のような支出の仕方で良いのか。

Ａ：予備費は、予定外の支出に備えて予算措置して
いるもので、令和元年度は、施設の修繕等の突
発的な事由による支出が22件ありました。

Ｑ２：防雪柵は適切に設置されているのか。 Ａ：降雪前から雪解けまでの期間設置しています。

Ｑ３：街路灯の修繕はスムーズに行われているか。
Ａ：街路灯の球切れ、不具合は約400カ所ありました。
委託会社で地区割をし、迅速な対応を心がけて
います。

Ｑ４：公園の管理はどのようにしているのか。 Ａ：都市公園は遊具点検を含め町で管理していますが、
地区の公園は地区に管理をお願いしています。

Ｑ５： 消防団分団運営費の活用方法は。
Ａ：消防団分団運営費の使途は基本的には消防団の
施設や備品の軽微な修繕にあてることになりま
すが、団員の交流に使用することも可能です。

Ｑ６：高齢化で納税組合の存続が難しい状況で
はないのか。

Ａ：現在36組合、431世帯が加入しています。課題は
ありますが「高齢化だからこそ組合で集金して
もらえると助かる」との声もありますが、現在
の状況を維持していきたいと考えています。

Ｑ７：単年度収支で赤字となったが、当初から
赤字を見込む予算編成は適切と言えるのか。

Ａ：単年度収支は前年度からの繰越額を含まない収支
であり、その年度だけをみると赤字となる場合が
あります。しかし、当初予算では、実際に発生す
るであろう繰越額を含む予算編成をしており、実
質的に赤字となる予算編成はしておりません。

Ｑ８：国保の基金はどの位まで積み上げるのが
妥当だと思うか。

Ａ：以前は全体予算の 2～ 3割と手引きにも示され
ていましたが、現在は各市町村にまかされており、
1ヶ月の支払い額が 1億4,000万円位なので、そ
の位が積み立ての目安になります。

Ｑ９：上水道未加入者の戸数と加入促進策はど
うなっているのか。

Ａ：金上・広瀬地区が主で、約300世帯が未加入です。
安心・安全で安定した水の供給をＰＲしていき
ます。

【　特　別　会　計　】

【　一　般　会　計　】

主 な 質 疑 Ｑ
A&&
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一

般

質

問

※�一般質問・・・議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、
疑問点を質すこと。会津坂下町議会では質問答弁を含めて、１人50分以内としています。

一般一般
質問質問 議員が町政を質す！

　第 3回定例会では、�1０人の議員が一般質問を行い、2日間にわたり活発な議論を展開しまし
た。質問と答弁を要約した内容は、９ページから13ページです。

質問議員（質問順序） 質問項目 頁

１ 五十嵐　一　夫

①町役場庁舎移転を着々と進めるべく、用地の確保を先行すべ
きである
②東第一地区土地区画整理事業の進行について、桜木町の都市
計画道路の進捗行程を示せ
③町民の指摘と、日常において気が付いたこと

Ｐ ９

２ 横　山　智　代
①教育行政について
②新型コロナウイルスへの対応について
③健康管理センターの運営について
④国民健康保険税について

Ｐ９

３ 青　木　美貴子

①人口減少対策について
②下水道工事進捗状況について
③コロナ禍によるふるさと納税、町物産物流はどうなっている
のか
④来年度の地方交付税、交付額について

Ｐ10

４ 蓮　沼　文　明
①コロナ禍における会津坂下町の経済的損失額について
②コロナ禍においての町スポーツ振興事業の取り組みの現状と
今後の対応について
③町の指定管理者制度及びアダプト制度について

Ｐ10

５ 渡　部　正　司 ①「ＳＤＧｓ未来都市ばんげ」を創ろう Ｐ11

６ 目　黒　克　博
①医療費削減の方策を問う
②新型コロナウイルス第二波対策とメンタルヘルスについて問
う

Ｐ11

７ 小　畑　博　司 ①持続可能なまちづくりをどのように展開するか
②農業の活性化でまちづくりを推進しよう Ｐ12

８ 赤　城　大　地 ①自主防災組織の育成事業について
②水害予防策について Ｐ12

９ 物　江　政　博 ①有害鳥獣駆除について
②防災行政について Ｐ13

10 佐　藤　宗　太
①町民福祉について
②産業について
③情報発信について

Ｐ13
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一

般

質

問

坂
下
高
校
の
統
合
、
対
応
は

同
窓
会
よ
り
要
望
書
を
受
理

五十嵐一夫 議員

子
供
た
ち
の
学
習
格
差
、
心
の
健
康

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い

く
の
か
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
い
、
３
密
を
さ
け
る
た
め
今
ま
で

通
り
の
活
動
が
制
限
さ
れ
、
子
供
た
ち
や
教

職
員
に
は
大
き
な
負
担
や
ス
ト
レ
ス
が
生
じ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
学
習
に

関
し
て
は
個
人
差
や
能
力
差
が
あ
り
ま
す
が
、

家
庭
学
習
な
ど
学
び
の
習
慣
化
の
必
要
性
を

保
護
者
に
説
明
し
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
力
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
活
用
に
つ
い
て
研
究
し
て
ま
い
り
ま

す
。
子
供
達
の
心
の
健
康
を
保
つ
に
は
大
人

が
し
っ
か
り
と
見
守
り
、
子
供
達
が
安
心
で

き
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
育
行
政
に
つ
い
て

感
染
拡
大
リ
ス
ク
低
減
の
上
教
育
活
動

�

を
継
続
し
ま
す

横山智代 議員

問答

県
の
方
針
と
し
て
、
坂
下
高
校
を
大

沼
高
校
に
と
の
統
合
案
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
坂
下
町
で
は
上
意
下
達
で
身
を
任
せ

る
の
か
、
町
と
し
て
の
意
思
を
進
言
す
る
の

か
、
町
民
は
表
面
に
は
出
さ
な
い
が
、
関
心

を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

他
の
市
町
村
で
は
新
聞
報
道
な
ど
で
、
統

合
に
対
し
て
の
異
議
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
町
は
ど
う
対
処
す
る
の
か
意
思
を
示

す
べ
き
で
な
い
か
質
し
ま
す
。

坂
下
高
校
同
窓
会
長
か
ら
「
会
津
農

林
高
校
と
の
統
合
・
再
編
を
し
た
い

旨
を
県
に
働
き
か
け
て
い
く
と
い
う
同
窓
会

の
方
針
を
理
解
し
賛
同
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
要
望
書
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

統
合
の
対
象
校
や
校
舎
の
場
所
は
十
分
に

検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
子
ど
も
達

の
た
め
に
は
、
坂
下
高
校
が
存
続
す
る
こ
と

が
一
番
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

　

県
立
高
校
改
革
に
関
す
る
議
論
が
、
質
の

高
い
教
育
を
受
け
る
環
境
と
機
会
が
確
保
さ

れ
る
も
の
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

問答

庁
舎
移
転
に
は
付
近
の
用
地
買
収
を

要
し
ま
す
、
事
業
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
に
も
、
用
地
の
確
保
に
着
手
す
べ
き
で

あ
る
。

計
画
的
な
事
業
の
再
開
に
は
用
地
の

確
保
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
振
興
計
画
の
後
期
計
画
期
間
に
建

設
の
基
本
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に
基

づ
き
用
地
取
得
計
画
を
進
め
ま
す
。

　

当
該
地
権
者
の
意
向
等
に
も
配
慮
し
な
が

ら
、
一
年
で
も
早
い
事
業
の
再
開
を
目
指
し

財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

庁
舎
移
転
、
用
地
確
保
の
先
行
を

用
地
確
保
は
重
要
で
あ
る
と
認
識

こ
れ
も
質
問

問　

区
画
整
理
地
区
内
、
桜
木
町
（
原
街
道
）

の
都
市
計
画
道
路
の
進
捗
工
程
を
示
せ
。

問　

旧
町
内
燃
え
る
ゴ
ミ
集
積
所
設
置
の
取

り
組
み
を
。

答 問

こ
れ
も
質
問

問　

セ
ン
タ
ー
に
あ
っ
た
健
康
器
具
は
何
処

へ
？

答　

平
成
28
年
度
に
廃
棄
処
分
し
ま
し
た
。

問　

国
保
税
の
子
供
に
係
る
均
等
割
の
減
免

を
！

答　

国
保
の
運
営
上
、
実
施
は
非
常
に
困
難

で
す
。

問　

町
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

検
査
よ
り
、
な
お
一
層
の
感
染
防
止
対

策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
第
一
で
す
。

問　

消
え
た
ま
ま
の
横
断
歩
道（
安
全
対
策
）。

問　

中
央
公
園
の
整
備
を
。 　特に区画整理地区に

はこのような集積所を
設置すれば、良好な住
環境が維持される。（ご
みの飛散・カラス対策
にも効果がある）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は

町
民
す
べ
て
の
健
康
管
理
拠
点
で
す

セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
こ
れ
か
ら
の
セ

ン
タ
ー
の
使
い
方
を
問
う
。

現
在
は
乳
幼
児
健
診
や
健
康
相
談
、

総
合
検
診
、
が
ん
検
診
、
健
康
増
進

を
目
的
と
し
た
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
へ
の
施

設
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
、
30
年
を
経
過
し
設
備
の
老
朽
化
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
た
施
設
で
す
が
、
適
切
な
維

持
管
理
や
設
備
の
更
新
を
行
い
な
が
ら
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
り
、
各
種
健
診
・
施
設
の

提
供
な
ど
運
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

健康管理センターでの
研修会の様子
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一

般

質

問

人
口
減
少
に
と
も
な
い
不
妊
治
療
に

対
す
る
町
の
考
え
は
。

妊
娠
・
出
産
に
係
る
意
思
決
定
、
子

ど
も
を
産
む
の
か
産
ま
な
い
の
か
、

い
つ
産
む
の
か
等
は
、
当
事
者
が
自
ら
の
意

思
で
行
う
事
柄
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
持
、
自
己
決
定
権

の
尊
重
な
ど
の
認
識
に
立
ち
、
人
口
減
少
対

策
と
し
て
、
治
療
費
の
助
成
を
第
一
に
位
置

付
け
る
こ
と
で
は
な
い
と
判
断
し
て
お
り
ま

す
。
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
希
望
す
る
妊

娠
・
出
産
の
実
現
の
た
め
に
は
、
ま
ず
男
性

を
含
め
必
要
な
知
識
を
広
く
普
及
・
啓
発
す

る
こ
と
に
努
め
、
育
児
支
援
な
ど
子
ど
も
が

健
や
か
に
育
ま
れ
る
た
め
の
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

不
妊
治
療
に
対
す
る
町
の
考
え
は

必
要
な
知
識
を
広
く

�

普
及
・
啓
発
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す

青木美貴子 議員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

 

町
の
経
済
的
損
失
額
は

経
済
的
損
失
総
額
は
約
12
億
円
と
試
算

蓮沼文明 議員

当
町
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
る
経
済
的
損
失
額

（
付
加
価
値
額
の
減
少
）
全
体
で
の
損
失
試

算
額
と
産
業
分
類
別
特
徴
に
つ
い
て
伺
う
。

当
町
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
経

済
的
損
失
額
に
つ
い
て
は
、
地
域
経

済
分
析
シ
ス
テ
ム
「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
」
に
よ
る

算
出
で
約
12
億
円
と
な
り
、
会
津
若
松
市
の

約
10
分
の
１
で
あ
る
と
算
定
。
産
業
分
類
に

つ
い
て
は
、「
小
売
業
」、「
運
輸
業
」、
飲
食

業
・
娯
楽
業
・
旅
行
業
・
理
容
及
び
美
容
業

等
を
含
め
た
「
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
」
の
影
響

が
大
き
い
も
の
と
分
析
し
て
お
り
ま
す
。

問答

問答
下
水
道
へ
の
接
続
が
少
な
い
と
聞
く

が
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

全
体
計
画
面
積
２
８
１
ha
の
う
ち

事
業
計
画
面
積
は
１
８
０
．８
ha
で
、

問答 下
水
道
工
事
進
捗
状
況
に
つ
い
て

接
続
率
の
向
上
を

�

図
っ
て
ま
い
り
ま
す

コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事

業
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
「
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に
向
け
た
感
染
拡

大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
併
せ
、
各
種
目

競
技
別
の
感
染
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ

問答 コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
ス
ポ
ー
ツ

 

振
興
事
業
の
取
り
組
み
は

感
染
予
防
を
徹
底
し
事
業
推
進
を
図
る

面
整
備
率
は
全
体
計
画
に
対
し
て
42
％
、
事

業
計
画
に
対
し
て
64
．５
％
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
供
用
開
始
区
域
内
の
人
口
は
３
９
６

７
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
接
続
し
て
い
る
人

口
は
２
９
６
２
人
で
あ
り
、
接
続
率
は
74
．

７
％
で
あ
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
接
続

し
な
い
理
由
と
し
て
は
多
い
順
か
ら
①
接
続

工
事
費
の
負
担
②
高
齢
・
跡
継
ぎ
が
い
な
い

③
家
が
古
い
④
下
水
道
使
用
料
の
負
担
な
ど

が
あ
り
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
よ
り

将
来
へ
の
不
安
が
表
れ
た
結
果
で
し
た
。
積

極
的
な
普
及
啓
蒙
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

て
、
各
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
及
び

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
に
対
す
る

 

今
後
の
町
の
方
針
は

有
効
か
つ
効
率
的
管
理
を
目
指
し
ま
す

指
定
管
理
者
協
定
期
間
の
満
了
時
に

伴
う
今
後
の
町
指
定
管
理
者
制
度
に

対
し
て
の
方
針
及
び
見
解
を
伺
う
。

町
民
の
財
産
で
あ
る
町
有
施
設
の
管

理
運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者

制
度
の
持
つ
メ
リ
ッ
ト
も
十
分
理
解
し
な
が

ら
、
令
和
４
年
４
月
の
改
訂
期
を
目
途
に
、

有
効
か
つ
効
率
的
な
管
理
運
営
方
法
に
つ
い

て
決
定
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 問答

こ
れ
も
質
問

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
ふ
る
さ
と
納
税
・
物

産
物
流
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

「みんなの宝」
～太陽のえがお～

「３密」を避けた健康運動教室
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一

般

質

問

幼
・
小
・
中
教
育
へ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習

を
取
り
入
れ
人
材
育
成
を
目
指
せ
。

学
習
指
導
要
領
に
は
「
接
続
可
能
な

開
発
目
標
の
担
い
手
に
な
る
こ
と
」

が
明
記
さ
れ
、
各
教
科
等
で
学
習
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
問
題
解
決
的
な
学
習
の
設
定
な

ど
に
よ
り
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て
の
課

題
を
解
決
す
る
力
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
と
地
域
が
力
を

合
わ
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
の

導
入
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
地
方
創
生
に
向
け
地
域

に
強
い
刺
激
を
与
え
活
性
化
を
促
す

取
組
と
し
て
最
適
と
さ
れ
、
価
値
創
造
を
活

性
化
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
の
選
定

登
録
が
進
ん
で
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

も
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
ば
ん
げ
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
。

全
て
の
人
を
対
象
と
し
取
り
残
さ
な

い
こ
と
を
目
標
と
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、

地
方
創
生
を
実
現
す
る
た
め
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
に
あ
た
っ
て
重

要
な
理
念
で
あ
り
有
効
な
手
法
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
も
施
策
に

組
み
込
み
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
登
録
制
度
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て
優
れ
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
都
市
・
地
域
を
国
が
選
定
す

る
制
度
で
、
令
和
２
年
度
は
33
都
市
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
登
録
の
た
め
に
は
、
産
官
学

連
携
や
住
民
全
体
で
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
ば
ん
げ
」を
創
ろ
う

目
標
を
反
映
さ
せ
持
続
可
能
な

�

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

渡部正司 議員

医
療
費
削
減
の
方
策
を
問
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
推
進
を

�

図
り
ま
す

目黒克博 議員

医
療
費
削
減
の
手
法
と
し
て
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
率
向
上
が
有

効
で
は
な
い
か
。

当
町
と
し
て
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
使
用
に
よ
り
、
本
人
の
自
己
負

担
額
お
よ
び
保
険
給
付
費
を
抑
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
町
広
報
紙
や
保
険
証
の
更
新
時
期

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す
る
な
ど
周
知
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
医
療
機
関
に
対

し
て
は
利
用
促
進
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
よ
り
一
層
の
普
及
推
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

問答

問答

※「SDGs（エス・ディー・ジーズ）」
「Sustainable�Development�Goals（持続可能な
開発目標）」の略称。

誰ひとり取り残さないSDGsの17目標

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
二
波
対
策

 

を
問
う

感
染
予
防
対
策
の
徹
底
を
図
り
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て

県
外
車
両
規
制
（
道
の
駅
）
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

「
道
の
駅
あ
い
づ
」
で
は
県
内
外
か

ら
多
く
の
お
客
様
を
迎
え
る
た
め
、

徹
底
し
た
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
の
営

業
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
感
染
拡
大
第
一

波
が
到
来
し
た
期
間
は
、
駐
車
場
の
入
場
台

数
の
制
限
（
車
両
ナ
ン
バ
ー
確
認
／
40
台
）

を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
後
の
第
二
波

と
さ
れ
る
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
規
制
に
お
い
て

は
、
県
外
者
へ
の
差
別
や
偏
見
を
助
長
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
一
波
同
様
に
駐

車
総
台
数
の
規
制
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
二
波
対
策
と

し
て
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
問
う
。

問　

個
人
事
業
主
及
び
中
小
企
業
者
に
感
染

者
が
出
た
際
の
対
応
に
つ
い
て
。

問答
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班
域
が
見
直
さ
れ
た
後
の
屯
所
な
ど

の
消
防
設
備
に
つ
い
て
、
今
後
の
方

針
を
伺
う
。

施
設
の
維
持
管
理
に
支
障
を
き
た
す

場
合
に
は
、
分
団
や
行
政
区
と
協
議

の
う
え
、
適
正
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問　

農
業
の
活
性
化
で
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
よ
う
。

答　

果
樹
農
家
を
受
け
皿
と
し
て
、
新
規
就

農
希
望
者
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
マ
ッ
チ

ン
グ
し
て
い
く
仕
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
３
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
食

糧
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
を
「
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
、
生
か
し
て
い
く
の
か
。

当
町
農
業
に
お
い
て
は
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
進
行
し

農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
も
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
・
農
村
の
活
性
化
を
図
り
、
魅
力
と
や
り

が
い
の
あ
る
産
業
と
し
て
確
立
し
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

 

ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
か

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
さ
ら
な
る
振
興
・
活
性
化
で

�

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す

小畑博司 議員

消
防
団
の
班
域
を
見
直
す
目
的
は

機
動
性
を
確
保
し
、

�

迅
速
な
対
応
を
す
る
た
め
で
す

赤城大地 議員

第
六
次
振
興
計
画
に
お
い
て
、
消
防

団
の
班
域
の
見
直
し
が
今
年
度
実
施

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的

と
は
何
か
。

現
在
の
消
防
団
を
と
り
ま
く
社
会
情

勢
は
発
足
当
時
と
は
大
き
く
異
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
日
の
日
中
に
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
す
ぐ
に
現
場
に
駆
け

つ
け
ら
れ
る
団
員
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
町
と
し
て
は
、
災
害
時
に
迅
速

に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
初
動
体
制
を
確
立
す
る

た
め
、
分
団
長
を
中
心
に
班
域
の
見
直
し
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

問答

問答
コ
ロ
ナ
禍
で
い
く
つ
か
の
教
訓
が
示

さ
れ
ま
し
た
。「
感
染
症
対
策
の
脆

弱
性
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
が
、「
食
糧
自

給
率
の
向
上
」
も
課
題
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
ら
の
教
訓
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い

く
の
か
。緊

急
事
態
宣
言
時
に
お
け
る
国
民
の

食
糧
の
安
定
供
給
に
果
た
す
農
業
の

問答 コ
ロ
ナ
禍
で
示
さ
れ
た
教
訓
を

 

ど
う
活
か
す
の
か

食
糧
の
安
定
供
給
に
果
た
す
農
業
の

�

役
割
を
再
認
識
し
ま
し
た

内
水
氾
濫
な
ど
の
水
害
が
、
同
一
場

所
で
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
防
止
す
る
対
策
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。

当
町
内
の
只
見
川
や
宮
川
な
ど
の
河

川
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
に
お
い
て
、

水
害
防
止
対
策
と
し
て
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫工
事
や
堤
防
の

補
強
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
只
見

川
に
つ
い
て
は
内
水
氾
濫
対
策
と
し
て
、
ポ

ン
プ
排
水
作
業
の
た
め
の
作
業
場
や
桝
を
新

た
に
整
備
し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
町
と
し
て

も
、
人
家
へ
の

浸
水
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、

引
き
続
き
関
係

機
関
に
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

問

答

水
害
予
防
対
策
の
進
捗
は

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら

�

進
行
中
で
す

役
割
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
さ
ら
な
る
地
元
農
産
物
の
消
費
拡

大
に
向
け
、
近
隣
町
村
も
含
め
た
学
校
や
病

院
、
介
護
施
設
な
ど
で
の
地
産
地
消
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

収穫を待つ
ふじ（りんご）

収穫期を迎えた
シャイン
マスカット

問

答

掘削工事が進められている宮川（細工名付近）
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質

問

災
害
時
の
対
応
と
コ
ロ
ナ
対
策
は
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

避
難
所
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

基
本
に
対
策
を
講
じ
ま
す
。
ま
た
、

間
仕
切
り
簡
易
テ
ン
ト
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、

消
毒
液
を
確
保
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
の
確
保
や
定
期
的
な
換
気
と
こ
ま
め
な

消
毒
を
行
い
、
保
健
所
の
指
導
や
消
防
署
と

連
携
し
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
起
き
る
前

に
何
が
で
き
る
か
、
そ
の
対
処
法
を

伺
う
。

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
防
止
に
向
け
ま
し

て
は
、
被
害
状
況
を
的
確
に
把
握
し

迅
速
か
つ
効
果
的
に
電
気
柵
や
捕
獲
わ
な
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
農
業
者
に
お
い
て
は

草
刈
り
や
樹
木
伐
採
等
、
農
地
の
保
全
管
理

の
徹
底
を
お
願
い
す
る
と
共
に
周
辺
集
落
と

も
情
報
共
有
し
、
町
、
集
落
、
住
民
と
連
携

し
て
被
害
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
も
活
用

し
て
ま
い
り
ま
す
。

増
え
つ
つ
あ
る
有
害
鳥
獣
へ
の

 

対
策
を
伺
う

集
落
一
体
の
取
り
組
み
が
必
要

物江政博 議員

道
の
駅
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は

４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
売
り
上
げ
前
年
比
80
．１
％
で
す

地
域
振
興
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す

佐藤宗太 議員

道
の
駅
あ
い
づ
湯
川
・
会
津
坂
下
の

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
今
後
の
見
込
み

を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
影
響
に
つ
き
ま

し
て
は
、
4
月
か
ら
8
月
ま
で
の
売

り
上
げ
額
の
合
計
は
、
前
年
比
で
80
．1
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
月
別
で
は
5
月
が

最
も
低
く
58
．4
％
、
8
月
に
は
99
．8
％
ま

で
回
復
い
た
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
営
業
体
制
の
検
証
と

売
上
デ
ー
タ
等
の
分
析
に
よ
り
、「
新
し
い

生
活
様
式
」
へ
の
対
応
を
図
り
な
が
ら
、
今

後
と
も
地
域
振
興
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問答

問答

問答

捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
を
町
お
こ
し
に

活
用
で
き
な
い
か
。

有
害
鳥
獣
を
資
源
と
し
た
地
域
お
こ

し
は
全
国
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り

ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
県
に
お
い
て

は
原
発
事
故
以
降
、
摂
取
制
限
、
出
荷
制
限

が
継
続
さ
れ
て
い
る
現
状
に
あ
る
こ
と
か
ら

町
お
こ
し
の
資
源
と
し
て
の
活
用
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問答

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
の
運
用
を
伺
う

迅
速
か
つ
円
滑
に
実
施
対
応
し
ま
す イノシシの侵入を防ぐ電気柵

こ
れ
も
質
問

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
期
間
限
定
の
ご
み

袋
無
料
配
布
な
ど
の
生
活
支
援
は
有
効
だ
と

思
う
が
。

問　

高
齢
者
健
康
寿
命
延
伸
の
施
策
は

問　

若
年
層
向
け
の
情
報
発
信
の
手
段
と
し

て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
は
有
効
だ
と
思
う
が

会
津
坂
下
町
・
湯
川
村
商
品
と
そ
の

他
地
域
の
出
荷
者
数
と
そ
の
比
率
は
。

　

令
和
元
年
度
の
出
荷
農
家
数
は
会

津
坂
下
町
が
１
０
２
名
で
42
．5
％
、

湯
川
村
が
35
名
で
14
．6
％
、
そ
の
他
地
域

が
１
０
３
名
で
42
．9
％
で
す
。
物
産
品
の

業
者
数
は
、
会
津
坂
下
町
が
38
名
27
％
、
湯

川
村
が
2
名
で
2
．2
％
、
そ
の
他
地
域
が

１
０
０
名
で
70
．8
％
で
す
。
売
上
比
率
は

会
津
坂
下
町
が
45
．3
％
、
湯
川
村
が
0
．

4
％
、
そ
の
他
地
域
が
54
．3
％
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

問

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
の
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
と
今
後
の
見
込
み
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　

3
月
3
日
か
ら
3
月
23
日
ま
で
時

間
短
縮
で
の
営
業
に
よ
り
、
前
年
度

比
お
よ
そ
3
割
減
、
4
月
18
日
か
ら
5
月
31

日
ま
で
の
間
、
臨
時
休
業
し
、
3
月
か
ら
7

月
ま
で
の
合
計
で
入
館
者
数
は
2
万
２
４
０

１
人
、
前
年
度
の
入
館
者
数
は
4
万
３
０
５

８
人
、
対
前
年
度
比
5
割
減
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

問答

答
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７月～８月の議会の動き

　

第
３
回
臨
時
会
を
７
月
22
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
臨
時
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
臨
時
交
付
金
の
第
二
次
交
付
に
伴
う
事
業
費

の
補
正
予
算
が
主
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
３
億
１
千
５
５
５
万
５
千

円
を
追
加
し
、
総
額
90
億
２
千
６
２
１
万
８
千
円
と

し
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
次
支
援
の
執
行
事
業

で
漏
れ
が
な
い
か
チ
ェ
ッ

ク
し
な
が
ら
進
め
る
配
慮

が
見
ら
れ
た
。
町
の
事
情

で
今
ま
で
決
断
に
至
ら
な

か
っ
た
も
の
が
、
今
回
取

り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
担

当
班
の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー

だ
と
高
く
評
価
し
ま
す
。

第
六
次
振
興
計
画
基
本
理

念
で
あ
る
「
み
ん
な
で
つ

な
が
る
」
に
沿
っ
た
核
心

の
姿
勢
、
考
え
方
で
あ
る

と
思
う
。

渡部正司議員

討　

論

賛 成

【補正予算で対応した主な事業】
● 4月2８日以降に生まれた新生児へ1０万円給付
●プレミアム付き商品券事業
●糸桜里の湯温泉利用券（１世帯2,０００円分）
●テレワークセンター整備事業� など

第

３

回

臨

時

会

議

会

活

動

要

望

書

提

出

　

県
町
村
議
会
議
長
会
の
自
治

功
労
者
表
彰
（
議
長
と
し
て
在

職
６
年
以
上
）
を
受
け
た
、
前

議
長
の
古
川
庄
平
氏
へ
の
表
彰

伝
達
式
を
7
月
７
日
、
議
場
で

行
い
ま
し
た
。

前
議
長 

古
川
庄
平
氏
　
自
治
功
労
者
表
彰
伝
達
式

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
状
況

視
察
（
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
）

　

７
月
16
日
、
文
教
厚
生
常
任

委
員
会
で
ば
ん
げ
保
育
所
、
坂

下
南
幼
稚
園
、
坂
下
南
小
学
校

で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
対
策
の
現
状
を
視
察
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い

生
活
様
式
を
取
り
入
れ
た
対
策

を
講
じ
て
い
ま
し
た
。

ばんげ保育所視察

おもちゃ消毒

各教室の消毒

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
制
度
を

設
け
る
こ
と

　

５
月
８
日
に
議
会
か
ら
町
に

提
出
し
た
要
望
書
内
容
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
に

追
加
す
る
内
容
の
要
望
書
を
７

月
17
日
に
正
副
議
長
か
ら
町
長

へ
提
出
し
ま
し
た
。

　新型コロナウイルスの流行期がインフルエンザ
の流行期と重なった場合、医療現場の負担や混乱
は必至で、医療崩壊を招きかねないため、それを
防止するため、下記について要望します。
1．�令和 2年度において、全町民を対象としたイ
ンフルエンザの予防接種の助成制度を設ける
こと。

2．�民間医療機関が行う対策に対する支援策を検
討すること。

「新型コロナウイルス感染症による医療崩壊
を防止するための要望書」
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議員と職員の合同研修会開催

◆委員会付託
本会議に提出された案件について
詳しく検討を加えるために、常任
委員会または特別委員会に審査を
託すこと。

◆委員長報告
委員長が委員会での審査結果や調査経過などについ
て、本会議で報告すること。

◆意見書
地方自治法第９９条の規定に基づき、町は公益に関す
ることについて国会、国、県など関係行政庁に対し、
議会の意思を意見としてまとめた文書を提出するこ
とができます。意見書の案は、議員が提出し本会議
でその可否を決めます。

　

８
月
28
日
、
会
津
坂
下
町
の
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

て
い
る
、
関
西
学
院
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
人
間
福
祉
学
部
の
小
西
砂
千
夫

教
授
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
財
政
の
基
礎
及
び
当
町
の
財
政
状
況
と
議
員
と
し

て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
今
年
は
他
市
町
村
な

ど
へ
行
政
視
察
研
修
も
実
施
不
可
能
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
財
政
健
全
化
最

重
点
期
間
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
今
、

議
員
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
を
、
財
政

健
全
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
基
に
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
次
年

度
以
降
の
地
方
交
付
税
や
地
方
臨
時
財
政

対
策
債
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

く
か
な
ど
、
と
て
も
有
意
義
な
研
修
会
で

し
た
。

【
議
長
よ
り
】

　

例
年
実
施
し
て
い
る
行
政
調
査
が
コ
ロ

ナ
禍
で
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
町
財
政
健

全
化
に
対
す
る
研
修
会
を
「
三
密
」
を
避

け
る
た
め
、
議
場
に
て
町
職
員
と
一
緒
に

受
講
し
ま
し
た
。
活
発
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て
議
会
と
行

政
が
両
輪
と
な
っ
て
研
修
の
成
果
を
上
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

県町村議会議員研修会
　

10
月
８
日
に
郡
山
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
に
お
い
て
、
県
町
村

議
会
議
員
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の

開
催
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
な
ど
感
染
予
防
対
策

を
講
じ
た
中
で
の
研
修
会
で
し
た
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
教

授
の
片
山
善
博
氏
に
よ
る
「
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
地
方
自
治
を
考

え
る
」、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
角
谷
浩
一
氏
に
よ
る
「
今

後
の
政
局
・
政
治
の
行
方
」
を

テ
ー
マ
に
し
て
の
研
修
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
方
議
会
が
や

る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

教えて！議会のことば
Part ２
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編

集

後

記

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

 

委
員
長　

青
木
美
貴
子

�

副
委
員
長　

横
山　

智
代

�

委　

員　

目
黒　

克
博

�

委　

員　

蓮
沼　

文
明

�

委　

員　

小
畑　

博
司

　

黄
金
色
の
稲
穂
に
敷
き
詰
め

ら
れ
た
田
園
風
景
も
、
あ
っ
と

い
う
間
に
刈
り
取
ら
れ
冬
支
度

を
待
つ
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除
か
ら

既
に
５
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

当
町
は
感
染
拡
大
防
止
対
策
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
気
を
緩
め
る
こ
と

な
く
、
こ
の
現
状
を
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
自
然
災
害
の
規
模
も

拡
大
し
て
い
る
現
在
、
防
災
の

課
題
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
人
の
防
災
意
識
の
向
上
は
元

よ
り
、
町
民
の
意
見
を
取
り
入

れ
た
安
心
安
全
な
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
委
員　

目
黒
克
博
）

みんなのひろばみんなのひろば

次回定例会のご案内
令和２年第４回定例会は、12月３日から11日までの会期（予定）です。一般質問は
12月７日（月）、８日（火）午前10時開会予定です。
傍聴にぜひお越しください。傍聴の際はマスクの着用をお願いいたします。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
不
自
由
な
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
末
、
こ
れ
か
ら
忙
し
く
な
る
の
で
妻

と
温
泉
旅
行
へ
で
も
と
思
っ
て
い
た
矢
先
に

コ
ロ
ナ
問
題
。
す
べ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
。

　

私
は
農
家
な
の
で
３
月
か
ら
６
月
こ
ろ
ま

で
は
米
作
り
の
い
ろ
い
ろ
な
作
業
（
苗
箱
土

入
れ
、
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
か
け
、
橎
種
、
田

耕
、
代
掻
き
、
田
植
え
、
除
草
剤
散
布
等
）

の
為
あ
ま
り
人
と
も
会
わ
ず
、
三
密
に
な
る

こ
と
も
な
く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間

国
及
び
町
か
ら
の
給
付
金
等
い
ろ
い
ろ
な
支

援
を
い
た
だ
き
大
い
に
助
か
り
ま
し
た
。

　

農
業
収
入
の
下
落
が
さ
さ
や
か
れ
る
中
、

コ
メ
の
価
格
が
大
変
気
に
な
り
ま
す
。
幸
い

今
年
の
作
柄
は
平
年
通
り
の
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
来
年
も
米
作
り
が
で
き
る
よ
う
な
価

格
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
刻
も
早
く
コ
ロ
ナ
問
題
が
収
束
し
、
ワ

ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
自
由
に
出
か
け
ら
れ
る

日
が
来
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

�

（
令
和
２
年
８
月
15
日　

寄
稿
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
以
降
、

初
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
を
目
前
に
控

え
て
い
ま
す
。
厚
労
省
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
者

に
対
し
て
、
優
先
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
さ
せ
る
方
針
で
す
。
今
季
は

特
に
そ
の
需
要
が
高
ま
る
事
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
町
政
に
乳
幼
児
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
を
求
め

ま
す
。
こ
の
町
に
嫁
い
で
十
年
、
独
自
の
子

育
て
支
援
に
助
け
ら
れ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

命
、
健
康
を
守
る
行
政
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

今
後
の
施
策
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

（
令
和
２
年
９
月
14
日　

寄
稿
）

近藤  勇雄さん
（見明）

斎藤 あつ子さん
（大上）

奥様想いの

誠実な方です！

仕事も子育ても
一生懸命な
お母さんです！


